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１．はじめに

平成２０年６月１４日８時４３分、岩手県と宮城県の県境を震源とするマグニチ

ュード７．２の地震が発生した。本報告は、被災後の石淵ダムの状況及び復旧状況

についての結果を報告するものである。

２．岩手・宮城内陸地震

２．１ 地震発生時間

平成２０年６月１４日 ８時４３分

２．２ 場所

北緯３９度 東経１４０．５度

（岩手県内陸部の深さ８ km ）

２．３ 規模

マグニチュード７．２

２．４ 震度

６弱（岩手県奥州市胆沢区）

２．５ 発生機構

西北西－東南東方向に圧力軸を

持つ逆断層型 図１ 石淵ダムの位置図

３．石淵ダムの被災及び復旧状況

① ダム堤体（堤体、余水吐）（写真－１）

ダム天端部の沈下、転落防護柵が変形。ゲート開閉架台部の損傷。

遮水壁の損傷 → 天端部、ゲート上屋、遮水壁を補修。

② ダム堤体左岸側（写真－２）

国道３９７号の道路法面（石積みブロック）が崩落や亀裂発生。

→ モルタル吹き付け、法枠及びアンカー工による復旧作業

③ ダム堤体右岸側（写真－３）

市道が約２００ｍ程度崩落し、通行不可。また地山の表層が崩落。

→ 盛立工事により、市道復旧。地山に伸縮計器を設置し、観測中。

④ ダム堤体下流側（写真－４）

地山の表層や河床部が崩落。また市管理の若柳橋が通行不可。

→ 架設橋の設置や補強土壁により堤体段丘部を拡幅し、市道の一部として

復旧。



写真－１ ダム天端部の損傷状況 写真－２ 道路法面の損傷状況

写真－３ ダム右岸の市道部崩落状況 写真－４ 架設橋の設置状況

４．石淵ダムの機能保全について

ダム被災後の機能評価の検証を行うために「石淵ダム機能評価調査検討委員会」

を設置した。委員会では現地調査及び検討会を実施し、ダム機能評価検証に対す

る指導・助言を受けて、ダム復旧工事・ダム周辺の監視・観測データのとりまと

めを行った。

①第一回検討会（平成２０年７月１９～２０日）

石淵ダムの応急復旧作業及び今後の方針決定

②現地調査（平成２０年８月１１日）

石淵ダム被災状況報告

③中間報告（平成２０年１０月９日）

ダム堤体の復旧状況報告及び安全確認試験について

④第二回検討会（平成２１年１月２１日）

安全確認試験（湛水試験）及び監視・観測データのとりまとめの報告

この検討会で、石淵ダムの機能に関して安全であると評価される

○今後の予定

石淵ダムを活用したダム技術の再評価、維持管理システムの構築



【 安全確認試験概要 】

本試験は、地震後の漏水量の値が確認されていないEL312.0mから本試験最高

水位のEL317.5m（満水位－0.5m）までの貯水位を上昇させて行うものとする。

実施期間は利水者（発電）と調整した結果、今年度の貯水位運用計画にもと

づき１１月上旬頃より開始し、１１月末に最高水位まで上昇させるものである。

最高水位は１日間水位を維持し、この間、漏水量及び堤体変位等の計測・監

視を行い、異常がなければ安全確認試験を終了させる。

図２ 石淵ダム堤体周辺のGPS計測位置図

図３ 堤体左岸地山の観測機器設置位置図



図４ 潜水調査結果

図５ ダム漏水量観測データ（H19～H21.5）

５．まとめ

地震当日、受変電設備点検作業のため、石淵ダム職員２名が勤務、点検業者

数名が滞在していた。そのため、地震時の初期活動について、迅速な対応が可

能であった。また、当事務所の応援体制並びに利水関係機関のご理解、ご協力

があり、無事今日を迎えている状況である。この場をお借りして石淵ダムの復

旧活動の協力に感謝申し上げます。


